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令和７（２０２５）年度 宝塚医療大学 入学試験 総合選抜型Ａ ＡＯ基礎能力試験 専願型中期  

数学 解答と出題のねらい 

【１】 

ア         𝑥4 − 6𝑥2 + 9 イ          (3,5,4) 

ウ             5√2 エ             
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【2】 （１） 𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐  (𝑎, 𝑏, 𝑐は定数)・・・① 

         ①のグラフが点(0,−3) を通るので，𝑐 = −3・・・（ⅰ） 

                    点(−1,0) を通るので，𝑎 − 𝑏 + 𝑐 = 0・・・（ⅱ） 

                    点(1,−4) を通るので，𝑎 + 𝑏 + 𝑐 = −4・・・（ⅲ） 

          （ⅱ）－（ⅲ）より，−2𝑏 = 4   よって𝑏 = −2 

           ふたたび，（ⅱ）より，𝑎 = 𝑏 − 𝑐 = 1 

           よって，𝑎 = 1, 𝑏 = −2, 𝑐 = −3 

           答え 𝑎 = 1, 𝑏 = −2, 𝑐 = −3 

 

   (2) （１）より①は，𝑦 = 𝑥2 − 2𝑥 − 3・・・①’ 

       これを平方完成することで，𝑦 = (𝑥 − 1)2 − 4  よってグラフの頂点の座標は（1,-4） 

         答え （1,-4） 

 

（３） ①のグラフと𝑥軸との共有点の𝑥座標は， 

①’において，𝑦 = 0を代入することで 

 𝑥2 − 2𝑥 − 3 = 0 から(𝑥 − 3)(𝑥 + 1) = 0   

        𝑥 = 3,−1 

        題意より，求める座標は（３，０） 

           答え （３，０） 
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【3】 （１）直角三角形 ABH に注目する。 

         三平方の定理より，BH2= AB2- AH2=(3√5)
2
− 52 = 20      

BH>0 より，BH=2√5  

                 sin∠ABC=𝑠𝑖𝑛∠ＡＢＨ =
5

3√5
=

√5

3
 

cos∠ABC=𝑐𝑜𝑠∠ＡＢＨ=
2√5

3√5
=

2

3
  

  答え  BH=2√5  sin∠ABC=
√5

3
  cos∠ABC=

2

3
 

       

（２）（１）より，CH=BC-BH＝7√5 − 2√5 = 5√5 

⊿AHC は直角三角形より，⊿AHC=
1

2
×CH×AH＝

1

2
× 5√5 × 5 =

25√5

2
 

三平方の定理から AC2= AH2＋ CH2=52 + (5√5)
2
= 150  AC>0 より，AC=5√6 

答え ⊿AHC=
1

2
×CH×AH=

25√5

2
， AC=5√6 

      

 （３）⊿AHC∽⊿AKH より，AC：CH=AH：HK 

          5√6: 5√5 = 5:HK   √6HK=5√5    HK=
5√30

6
 

          〔別解〕 （２）より⊿AHC=
25√5

2
   一方⊿AHC＝

1

2
×AC×HK より 

1

2
× 5√6×HK＝

25√5

2
   

ここから HK=
5√30

6
 

答え HK=
5√30

6
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【出題のねらい】 

本学の数学の入学試験問題は，基礎能力入試，一般入試ともに，３題中２題が記述式の大問，残る１題が短答

式の小問集で構成されている。記述式に重きを置くのは，受験者の論理的思考力を調べるためである。これが医

療系の学問修得に必須の力となる。 

【１】 短答式小問集。乗法の展開公式の適切な運用，空間座標の基本事項の理解，確率における根元事象の

個数計算など，数学における基本的な知識・技能を試した。 

  【２】 ２次関数をそのグラフが通過する３点から決定する技能，および一般形と標準形の特徴，さらには２次関

数と２次方程式の関係の理解度を試した。 

【３】 三角比の基本的事項に関する知識と技能，および相似形，三角形の面積など図形を多角的に解析する

思考力を試す出題とした。 


